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各種条例の一部を改正する各種条例の一部を改正する
条例制定など２７議案を可決条例制定など２７議案を可決
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�

　８月定例会は、８月３１日から９月３０日までの３１日間にわたり開催しました。
今定例会では、議案２８件が提出されました。
　請願・陳情については、「肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書」
の採択を求める請願など９件、議員発議については「所得税法第五十六条の
廃止を求める意見書」など１２件を提出し審議しました。
　一般質問には、各会派の代表質問に７人、個人質問に１１人が登壇し、市政
について広範囲の質問を行いました。

　定例会の最終日には臼井尚夫委員長が審査結果報告を行い次
の３点を要望しました。
一、歳入全般は減少傾向にある中、集中改革プランの推進など
により財政に一定の改善が見られたことは評価する。しか
し、今後も厳しい財政状況が続くと見込まれるため、歳出
面で事業の見直しを図るなど、適正な市政運営にご尽力さ
れたい。

一、指定管理者制度については定着しつつあるが、運営の効率
化、市民サービスの向上など、なお一層の成果をあげられ
るよう努められたい。

一、水道事業会計決算等における法定福利費については、その
内容が多岐にわたるため、決算書上もしくは資料等でその
内訳が分かるようにしていただきたい。

完成が待たれる志津中学校体育館完成が待たれる志津中学校体育館
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決算審査特別委員会を設置

平成２０年度決算を審査

　平成２０年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の決算審査を行う
ため、決算審査特別委員会を設置しました。
選出した委員は次のとおりです。（◎委員長　○副委員長）

◎臼井尚夫　　○小須田稔　　五十嵐智美　　萩原陽子　　平野裕子
　村田穣史　　　藤崎良次　　神田徳光　　　山口文明　　勝田治子
　�谷正彦　　　中村孝治　　　　　

　決算審査特別委員会は、４

日間にわたり一般会計歳入歳

出決算認定など１１議案につい

て、行政効果ならびに費用対

効果を中心に適正かつ効率的

に執行されているか審査を行

いました。

　佐倉市議会“議会改革”について　
〈議会改革特別委員会の活動報告〉

□　所沢市議会を視察（Ｈ２１.７.３０）
議会力向上を目指して議会基本条例を制定した埼玉県所沢市を
訪問し、条例概要だけではなく、制定の背景や経緯について視
察してまいりました。
当条例は、①議員による原案作成、②策定過程への市民参加な
ど、その策定過程に特徴があるもので
した。

□　第７回委員会を開催（Ｈ２１.１０.５）
当委員会における検討項目を再確認す
るとともに、今後の活動スケジュール
についても確認しました。

差引残額
　　　　（円）

歳出決算額
　　　　（円）

歳入決算額
　　　　（円）

会　計　名
※丸数字は議案番号

１,２５２,７１３,０３８３７,０１０,３８５,５４４３８,２６３,０９８,５８２①　一 般 会 計

１６,４２８,１４０１５,０４４,７５９,４９７１５,０６１,１８７,６３７②　国 民 健 康 保 険

特

別

会

計

０９９７,７１９９９７,７１９③　交通災害共済事業

０５,１４６,０１６５,１４６,０１６④　公共用地取得事業

９３,０３２,０４１２,０７１,８２３,２５５２,１６４,８５５,２９６⑤　下 水 道 事 業

３３,７３１,１０５１,１６６,９８９,６３６１,２００,７２０,７４１⑥　老 人 保 健

０２１,６５９,５９２２１,６５９,５９２⑦　農業集落排水事業

１９１,２４５,０７８６,９３９,８９６,８０９７,１３１,１４１,８８７⑧　介 護 保 険

４,９２５,７３３６２４,８４９５,５５０,５８２⑨　災 害 共 済 事 業

１８,８８８,９０５１,０８２,４５２,７３５１,１０１,３４１,６４０⑩　後期高齢者医療

純 利 益
　　　　（円）

事業費用
　　　　（円）

事業収益
　　　　（円）

会　計　名
※丸数字は議案番号

５３７,３２３,４００３,１１５,９１８,６８６３,６５３,２４２,０８６⑪　水 道 事 業

１０月臨時会�１０月臨時会�１０月臨時会�

平成２０年度会計別決算の状況

決算審査特別委員会の審査模様

　１０月臨時会を、１０月１４日に開催しました。
８月定例会で否決した「平成２１年度佐倉市一般会計補正予
算」の修正案が提出され可決しました。

臨時会の議案と議決結果（議決１０月１４日）

・右欄は本会議の議決結果　○賛成多数

○原案可決

�平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
８月定例会に提案された補正予算案の議会審議の経過等を踏ま
え「議長車買換えを予定した庁用車購入費」「駐車場用地の購入
を予定していた佐倉ふるさと広場整備費」が削除された。歳入
歳出それぞれ１７億２５９８万３０００円の増額であり、補正後の予算総
額は３８９億１２５８万５０００円。
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市
政
に
関
す
る

　

一
般
質
問
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
議
員
が
質
問
を
行
い
、
市

政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
た
め
の
も
の
で
す
。
８
月
定
例
会
で

は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
一
括
質
問
方
式
に
加
え
、
項
目
別
質

問
方
式
を
導
入
し
、
各
議
員
の
選
択
制
と
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

代
表
質
問

一
般
質
問

用語解説

※【就学援助制度】

経済的理由によりお子さまの小中

学校への就学が困難なご家庭に対

し、お子さまが安心して勉強でき

るよう、市が学用品費や給食費等

の必要経費を援助する制度。

望月清義

さくら会

る
か
。
又
、 
就 
学
援
助
制
度
を
利
用

※

し
や
す
く
工
夫
で
き
な
い
か
。

■答
 
　

入
学
説
明
会
と
転
入
時
に
説
明

し
て
い
る
。
今
後
、
保
護
者
に
い
つ

で
も
申
し
込
め
る
こ
と
の
言
葉
を
添

え
る
。
又
、毎
年
案
内
を
配
布
す
る
。

介
護
保
険
を
利
用
し
や
す
い
制
度

に
す
る
取
り
組
み

■問
 
　

制
度
の
成
立
当
初
か
ら
、「
経
済

的
弱
者
は
負
担
が
重
く
な
り
、
利
用

し
に
く
く
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

■答
 
　

低
所
得
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

実
態
を
把
握
し
次
期
介
護
保
険
計
画

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
研
究
す
る
。

■問
 
　

福
祉
用
具
を
購
入
す
る
時
、
始

め
か
ら
一
割
負
担
で
済
む
「
受
領
委

任
払
い
制
度
」
の
実
施
を
求
め
る
。

■答
 
　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

他
市
の
状
況
を
調
査
し
、
実
施
に
向

け
て
研
究
し
て
行
く
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

■問
 
　

感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
事
が
重
要

で
あ
り
、
資
格
証
明
書
発
行
被
世
帯

が
受
診
を
た
め
ら
わ
な
い
よ
う
緊
急

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■答
 
　

資
格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
る

　

世
帯
へ
の
案
内
を
検
討
す
る
。

６６２

準
変
更
要
求
②
指
名
競
争
入
札
選
定

業
者
名
を
教
え
ろ
③
工
事
発
注
方
法

変
更
要
求
等
が
あ
っ
た
。
問
題
点
は

「
市
職
員
へ
の
強
要
」、「
入
札
指
名

業
者
変
更
要
求
」
等
不
当
な
働
き
か

け
で
あ
る
。
当
該
議
員
は
中
原
英
雄

議
員
で
あ
る
。

初
め
て
衆
院
の
第
一
党
か
ら
転
落
し
、

政
権
の
座
を
失
っ
た
。
自
民
党
政
治

に
対
す
る
不
満
と
、
民
主
党
政
権
誕

生
に
よ
る
「
変
化
」
へ
の
期
待
が
歴

史
的
な
政
権
交
代
を
も
た
ら
し
た
。

　

今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
地
方
自
治
体
の
政
策
の
在
り
方
を

見
極
め
市
民
の
生
活
最
優
先
の
政
策

を
推
し
進
め
る
為
、
責
任
あ
る
立
場

で
活
動
し
実
行
し
て
い
く
。
初
め
に

市
長
の
政
治
姿
勢
と
し
て
志
津
霊
園

問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

本
昌
寺
移
転
代
替
地
の
造
成
工

事
に
約
３
年
、
墓
石
移
転
工
事
に
約

１
年
、
道
路
建
設
工
事
に
約
２
年
見

込
ん
で
お
り
、順
調
に
進
ん
だ
場
合
、

最
短
で　

年
度
中
に
は
開
通
が
図
れ

２７

る
も
の
と
考
え
る
。

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

■問
 
　

政
権
選
択
が
最

大
の
焦
点
で
あ
っ
た

第　

回
衆
院
選
は
、

４５
民
主
党
が
大
勝
し
自

民
党
は
結
党
以
来
、

将
来
を
見
据
え
た

重
点
施
策

■問
 
　

当
市
の
高
齢
化

は
他
市
よ
り
も
急
激

で
、
今
後
、
福
祉
の

歳
出
圧
力
は
一
層
高

財
政
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

①
平
成　

年
度
の
決
算
状
況
と

２０

今
後
の
財
政
運
営
、
②
８
月
補
正
予

算
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

①
一
般
会
計
、特
別
会
計
共
に
、

歳
入
歳
出
決
算
額
は
前
年
度
よ
り
減
。

創
意
工
夫
を
図
り
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
配
分
を
行
い
健
全
財
政
を

維
持
し
更
に
努
力
す
る
②
国
が
計
上

し
た
経
済
危
機
対
策
に
よ
る
補
助
金
、

交
付
金
の
関
連
事
業
が
主
な
も
の
。

健
康
福
祉
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

平
成　

年
４
月
に
は
開
始
で
き

２２

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

■問
 
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
一
助
と
し
て
奨
励
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。
ま

た
、（
仮
称
）
佐
倉
西
部
自
然
公
園

の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
用
具
類
の

整
備
や
情
報
提
供
に
努
め
市
民
の
健

康
づ
く
り
と
地
域
交
流
を
推
進
し
て

い
く
。
公
園
へ
の
導
入
は
計
画
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

川名部　実

さ く ら
清 友 会

小須田　稔

公 明 党

勝田治子

新社会党

藤崎良次

佐倉市民
オンブズマン

国
の
経
済
対
策
の
中

の
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て

■問
 
　

地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時

働
き
か
け
問
題
に

つ
い
て

■問
 
　

内
容
と
当
該
議

員
の
氏
名
は
？

■答
 
　

①
入
札
に
お
け

る
指
名
業
者
選
定
基

萩原陽子

日本共産党

基
礎
学
力
と
豊
か
な

心
を
培
う
教
育
の

実
現
に
つ
い
て

■問
 
　

貧
困
が
子
ど
も

と
教
育
に
与
え
る
影

響
を
ど
う
捉
え
て
い

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に

て
会
議
録
（　

月
上
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー

１２

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（　

月
配
信
予
定
）
で
ご
覧
く

１２

だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
条
例
違
反

■問
 
　

先
崎
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
夜
間

照
明
が
ま
ぶ
し
い
と
い
う
「
市
長
へ

の
手
紙
」に
関
し
、同
条
例
違
反
は
？

■答
 
　

同
条
例
違
反
の
罰
則
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の

罰
金
で
あ
る
。
同「
市
長
へ
の
手
紙
」

に
関
し
、
名
前
を
教
え
る
等
の
個
人

情
報
保
護
条
例
違
反
は
無
か
っ
た
。

佐
倉
市
の
個
別
特
定
健
診

■問
 
　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
Ａ
１
ｃ
）
の

非
検
査
者
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
費

用
を
市
は
医
療
機
関
に　

年
度
に
支

Ｈ２０

払
っ
て
い
る
。
差
額
は
幾
ら
か
？

■答
 
　

包
括
的
契
約
に
基
づ
く
支
払
い

だ
が
試
算
額
は
約　

万
円
で
あ
る
。

３３９

佐
倉
市
職
員
給
与
に
つ
い
て

■問
 
　

地
域
手
当
を　

％
支
出
な
ど
国

７.５

基
準
よ
り
、
１
０
２
０
名
で
年
額　
４.５

億
円
も
高
い
今
年
度
給
与
で
あ
る
。

佐
倉
市
の
計
算
は
？

■答
 
　

そ
れ
と
比
較
す
る
数
字
を
出
す

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

け
道
義
的
な
責
任
が
あ
る
」
と
の
プ

ラ
ハ
演
説
を
支
持
し
た
。
今
後
は
各

自
治
体
の
平
和
行
政
や
平
和
教
育
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
が
平
和
市
長
会
議
に
出
席
し
た

成
果
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

■答
 
　

民
族
や
宗
教
、
世
代
を
超
え
て

核
兵
器
は
廃
絶
す
べ
き
と
い
う
声
に

自
治
体
同
士
の
連
携
で
核
兵
器
廃
絶

の
国
際
世
論
を
作
る
事
が
で
き
る
と

確
信
し
た
。
長
崎
ア
ピ
ー
ル
は
世
界

の
教
育
機
関
に
被
爆
者
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
い
く
広
島
長
崎
講
座
の

開
設
を
呼
び
か
け
平
和
教
育
を
推
進

す
る
事
を
宣
言
し
た
。
今
後
の
対
応

と
し
て
近
隣
自
治
体
の
市
長
に
平
和

市
長
会
議
へ
の
加
盟
と
総
会
へ
の
出

席
と
共
に
平
和
行
政
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
の
お
願
い
を
し
て
い
く
。

保
育
園
の
定
数
増
・
増
設
は
急
務
！

■問
 
　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
方
策
を
問
う
。

■答
 
　

保
育
定
数
は
受
け
入
れ
枠
を
拡

大
し
目
標
値
は
達
成
し
た
が
依
然
と

平
和
施
策
に
つ
い
て

■問
 
　

広
島
・
長
崎
の

平
和
式
典
で
両
市
長

は
、
オ
バ
マ
大
統
領

の
「
核
を
使
っ
た
国

と
し
て
核
廃
絶
に
向
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ま
る
。
将
来
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
た

め
に
は
、
事
業
の
取
捨
選
択
、
受
益

と
負
担
の
見
直
し
は
避
け
ら
れ
な
い

が
、
将
来
に
備
え
た
重
点
施
策
は
何

か
。

■答
 
　

優
先
度
が
高
い
事
業
へ
の
集
中

的
投
資
、
コ
ス
ト
削
減
及
び
受
益
者

負
担
の
適
正
化
に
取
り
組
む
。

保
育
園
の
耐
震
対
策

■問
 
　

既
に
建
て
替
え
が
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
馬
渡
保
育
園
以
外
に
も
、

佐
倉
保
育
園
、
佐
倉
東
保
育
園
が
耐

震
診
断
で
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

最
優
先
で
耐
震
工
事
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

■答
 
　

早
急
に
整
備
方
針
を
検
討
す
る
。

■問
 
　

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
が
喫

緊
の
課
題
。
全
国
に
、
幼
稚
園
と
保

育
園
を
統
合
し
た
認
定
こ
ど
も
園
が

　

か
所
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

２００当
市
で
は
設
置
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

■答
 
　

国
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

財
政
問
題
／
資
産
の
適
正
管
理

■問
 
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
等
の
施
設
の
有
効
利
活
用
の
た

め
、
施
設
ご
と
に
管
理
運
営
の
コ
ス

ト
、
利
用
状
況
、
収
支
な
ど
の
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
習
志
野
市
で
は
、「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
」
を
作

成
し
て
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
考
え
は
あ
る
か
。

■答
 
　

各
施
設
の
維
持
管
理
費
等
に
要

す
る
経
費
の
算
出
、
管
理
の
計
画
を

適
切
に
進
め
る
。

■問
 
　

高
度
成
長
時
代
に
建
設
し
た
施

設
の
老
朽
化
対
策
が
今
後
の
大
き
な

課
題
と
な
る
。
少
子
化
を
念
頭
に
、

機
会
損
失
を
無
く
す
観
点
か
ら
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
資
産
の
精
査
が
必

要
。
西
志
津
多
目
的
用
地
は
資
産
価

値
と
活
用
実
態
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な

い
か
ら
、売
却
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
 
　

現
在
価
値
は
約　

憶
円
程
度
。

１７

第
四
次
総
合
計
画
で
売
却
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

交
付
金
は
佐
倉
市
に
は
４
億
１
５
０

０
万
円
余
り
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

事
業
決
定
の
手
順
に
つ
い
て
、ま
た
、

こ
の
他
の
補
助
金
、
交
付
金
に
つ
い

て
も
伺
い
た
い
。

■答
 
　

こ
の
交
付
金
が
充
当
で
き
る
事

業
は
地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の

実
現
、
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
地
域
活
性
化
等
に
資
す
る
事
業
の

４
項
目
で
あ
る
。
さ
ら
に　

年
度
中

２１

に
完
了
、
ま
た
は
繰
越
明
許
費
予
算

と
し
て　

年
度
に
完
了
、
と
い
う
条

２２

件
の
な
か
か
ら
決
定
し
、
緊
急
性
に

欠
け
る
も
の
、
金
額
が
少
額
で
一
般

財
源
で
対
応
で
き
る
も
の
は
除
い
て

い
る
。
こ
れ
以
外
の
交
付
金
、
補
助

金
は
失
業
者
へ
の
住
宅
手
当
緊
急
特

別
措
置
事
業
補
助
金
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助

金
、
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構

想
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
交
付
金
、
学
校
情
報
通
信
技
術
環

境
整
備
事
業
費
補
助
金
、
平
成　

年
２１

度
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
費

補
助
金
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対

応
と
し
て
理
科
教
育
設
備
整
備
費
等

補
助
金
、
地
域
交
通
活
性
化
の
為
の

地
域
連
携
推
進
事
業
費
補
助
金
が
あ

る
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

■問
 
　

８
月　

日
、
こ
の
佐
倉
市
で
も

１０

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

が
、
被
害
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
伺
う
。

■答
 
　

被
害
状
況
は
床
上
浸
水
３
件
、

床
下
浸
水　

件
、敷
地
内
浸
水　

件
、

３１

７７

土
砂
崩
れ
４
件
、
道
路
冠
水　

個
所

８７

な
ど
で
あ
っ
た
。
今
回
の
豪
雨
は
観

測
史
上
最
大
時
間
雨
量
を
記
録
し
た
。

土
の
う
の
手
配
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
地
域
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
近
く
の
公
園
等
で
土
の
う

を
保
管
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

五十嵐智美

市民ネット
ワーク

第
４
次
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

■問
 
　

計
画
は
２
０
１

１
年
度
か
ら　

年
間

１０

の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
も
の
。
策

定
段
階
か
ら
市
民
の
主
体
的
な
参
加

が
重
要
と
考
え
る
。
市
は
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
な
ど
を
行
っ
た
が
、
多
く

の
意
見
を
反
映
し
た
状
況
で
は
な
い
。

今
後
も
従
来
通
り
審
議
会
に
諮
っ
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
と
の

こ
と
。
市
民
参
加
で
策
定
す
る
た
め

計
画
の
各
段
階
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
開
催
を
提
案
す
る
。

■答
 
　

計
画
策
定
は
現
在
の
方
法
で
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
。

今
後
必
要
と
さ
れ
た
場
合
は
開
催
を

検
討
す
る
。

寺
崎
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
計

画
の
現
状
と
今
後
の
問
題
に
つ
い

て■問
 
　

事
業
は
１
９
９
９
年
面
積　
　

、 

４６.３
ha

事
業
費　

億
円
で
認
可
、
現
在
都
市

２００

再
生
機
構
が
実
施
。
市
は
公
共
下
水

道
工
事
な
ど　

億
円
の
負
担
と
行
政

２７

文
化
用
地
の
購
入
を
約
束
。
用
地
購

入
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
軟

弱
地
盤
の
た
め
工
期
延
長
、
保
留
地

処
分
問
題
な
ど
事
業
費
の
不
足
が
予

想
さ
れ
る
。
①
事
業
費
赤
字
分
の
市

負
担
②
土
地
利
用
が
変
更
さ
れ
た 

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
う
。

■答
 
　

①
市
の
交
わ
し
た
協
定
書
の
通

り
さ
ら
な
る
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

②
新
た
な
核
と
な
る
ま
ち
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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し
て
待
機
児
童
は
解
消
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
保
育
マ
マ
制
度
の
充
実
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
含
め

総
合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

何
よ
り
も
保
育
園
の
整
備
が
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
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3 ２００９.１１.１

中
原
英
雄

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け
る

低
負
担
と
高
福
祉

■問
 
　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成　

年
１８

度
と
平
成　

年
度
を
比
較
す
る
と
ど

２０

う
な
っ
て
い
る
か
。

■答
 
　

市
税
の
一
つ
で
あ
る
法
人
市
民

税
を
除
き
い
ず
れ
も
、
額
及
び
納
税

者
が
増
加
し
て
い
る
。

■問
 
　

市
長
就
任
後
、新
施
策
は
何
か
。

■答
 
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致

や
ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
事
業
な
ど
。

■問
 
　

税
が
増
加
す
る
中
、
低
負
担
・

高
福
祉
に
対
す
る
市
長
の
所
感
は
。

■答
 
　

市
税
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

負
担
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
限

ら
れ
た
財
源
を
、
福
祉
に
振
り
向
け

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
持
続
可
能
な

歳
入
を
増
や
し
、
負
担
増
な
し
に
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
が
目
標
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

さ
く
ら
清
友
会　

小
林
右
治

地
方
分
権
に
向
け
て

■問
 
　

地
方
分
権
は
、
日
本
政
治
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
。
国
と
地
方
の
協

議
機
関
の
法
制
化
、
国
が
法
令
で
縛

る
過
剰
な
規
制
の
撤
廃
は
、
実
行
さ

れ
る
と
考
え
る
。
受
け
皿
の
地
方
自

治
体
も
、
自
治
体
の
無
駄
を
監
視
す

る
地
方
議
会
改
革
や
住
民
の
行
政
参

加
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
の

地
方
分
権
へ
の
お
考
え
は
い
か
が
か
。

■答
 
　

地
方
分
権
と
は
自
分
た
ち
の
地

域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
権
限
や
財
源
を

地
域
で
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
は
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
も

と
事
業
を
選
択
・
集
中
し
、
地
方
分

権
の
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
行

政
運
営
を
進
め
、
さ
ら
に
住
民
自
治

の
観
点
か
ら
市
民
参
画
を
推
進
し
、

市
民
主
体
の
市
政
を
進
め
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

伊
藤
壽
子

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
全
小
・
中
学

校
導
入
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■問
 
　

Ｃ
Ａ
Ｐ
は
痴
漢
、
誘
拐
、
虐
待
、

性
暴
力
な
ど
か
ら
自
分
を
守
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど
も
が
本
来
持

っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
人
権
教
育

で
あ
る
。
被
害
が
起
こ
る
前
に
「
い

や
」
と
言
う
、「
逃
げ
る
」、「
相
談
す

る
」
こ
と
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
話
し

合
い
で
体
得
す
る
予
防
教
育
で
、　
６０

分
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
中
で

子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な

り
、
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

認
識
を
広
め
る
た
め
、
全
小
中
学
校

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

ま
ず
は
相
談
体
制
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
で
安
全
を
守
り
た
い
。
Ｃ

Ａ
Ｐ
は
、
現
在
実
施
３
校
の
、
状
況

把
握
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。
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�
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公
明
党　

岡
村
芳
樹

佐
倉
市
産
業
振
興
条
例
制
定
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

■問
 
　

平
成　

年
７
月
、
商
工
会
議
所

１９

か
ら
、
事
業
者
を
中
心
に
市
民
お
よ

び
行
政
が
一
体
と
な
り
、
連
携
と
協

働
の
も
と
に
地
域
活
性
化
を
図
り
活

力
あ
る
ま
ち
佐
倉
を
実
現
す
る
た
め

に
、
産
業
振
興
条
例
制
定
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
平
成　

年
２０

度
に
準
備
を
進
め
な
が
ら
年
度
内
制

定
に
至
ら
な
か
っ
た
。
遅
れ
て
い
る

理
由
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

世
界
同
時
不
況
等
急
激
な
経
済

情
勢
の
変
化
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

市
の
取
り
組
み
を
よ
り
具
体
的
に
示

す
よ
う
検
討
を
加
え
た
。
関
係
す
る

商
工
会
議
所
並
び
に
条
例
策
定
研
究

会
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後　

月
議
会
へ

１２

の
上
程
を
予
定
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

入
江
晶
子

八
ッ
場
ダ
ム
中
止
の
影
響
に
つ
い
て

■問
 
　

地
下
水　

％
を
飲
ん
で
い
る
佐

６５

倉
市
民
と
し
て
は
ダ
ム
完
成
に
よ
り

暫
定
井
戸
が
廃
止
さ
れ
ず
に
す
む
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
今

後
も
水
資
源
確
保
に
つ
い
て
積
極
的

に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

■答
 
　

構
成
市
町
村
と
協
議
し
、
暫
定

井
戸　

本
の
使
用
、
改
修
、
堀
直
し

２５

が
可
能
と
な
る
よ
う
県
に
訴
え
る
。

宅
地
開
発
指
導
要
綱
の
条
例
化

■問
 
　

先
行
自
治
体
で
は
事
前
届
出
制

度
等
を
条
例
に
盛
り
込
む
こ
と
で
情

報
公
開
や
行
政
指
導
に
実
行
性
を
持

た
せ
て
い
る
。
当
市
で
も
条
例
化
に

向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
が
、ど
う
か
。

■答
 
　

他
市
の
事
例
研
究
を
含
め
、
条

例
化
の
効
果
を
見
極
め
つ
つ
早
い
時

期
に
制
定
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン　

上
ノ
山
博
夫

市
長
の
所
得
公
開
に
つ
い
て

■問
 
　

公
開
さ
れ
た
市
長
所
得
を
計
算

す
る
と
、
給
与
収
入
総
額
は
税
込
み

で
２
６
６
５
万
円
、
そ
の
内
、
市
長

給
与
は
同
１
７
６
０
万
円
。
行
政
コ

ス
ト
削
減
か
ら
も
他
自
治
体
の
例
に

も
あ
る
よ
う
に
市
長
給
与
の
減
額
を

自
ら
提
案
さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
？

■答
 
　

財
政
状
況
や
他
自
治
体
と
の
均

衡
、
一
般
職
職
員
の
給
与
改
定
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
改
定
の
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
佐
倉
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
た
い
。

不
正
経
理
に
つ
い
て

■問
 
　

県
の　

億
円
と
い
う
不
正
経
理

３０

が
あ
っ
た
が
、
市
に
は
裏
金
等
の
不

正
経
理
は
な
い
と
言
え
る
か
？

■答
 
　

監
査
に
お
い
て
も
な
い
し
、
非

常
に
ス
リ
ム
化
し
て
い
る
の
で
無
駄

な
お
金
は
一
切
な
い
。

�
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�
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�
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さ
く
ら
会　

山
口
文
明

具
体
的
な
校
舎
の
耐
震
対
策
を

■問
 
　

市
内
小
中
学
校
の
校
舎
耐
震
化

が
遅
れ
て
い
る
。
中
国
四
川
省
の
大

地
震
で
多
数
の
児
童
が
亡
く
な
っ
た
。

地
震
は
い
つ
起
る
か
判
ら
な
い
。
優

先
順
位
で
耐
震
化
を
と
い
う
が
、
も

う
待
っ
て
お
れ
な
い
。
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
今
、
使
う
校
舎
の
み
に

機
能
を
集
中
さ
せ
て
、
直
ち
に
校
舎

の
耐
震
化
を
は
か
っ
て
欲
し
い
。

■答
 
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
今
後

の
方
針
と
し
て
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
の
も
と
に
、

各
施
設
の
耐
震
性
、
老
朽
度
、
利
用

度
な
ど
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
優

先
的
に
取
り
組
む
課
題
を
整
理
し
て

耐
震
化
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
建
て
替
え
で

は
な
く
補
強
に
よ
る
耐
震
化
を
進
め

て
い
く
。
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�
�
�
�
�
�

新
社
会
党　

冨
塚
忠
雄

議
会
決
議
の
「
志
津
公
民
館
の
早
期

改
築
」
へ
の
市
当
局
の
対
応
に
つ
い

て

■問
 
　

陳
情
や
志
津
北
部
地
区
代
表
者

協
議
会
の
要
望
、
そ
し
て
議
員
全
員

の
議
会
決
議
が
あ
る
が
、
早
期
改
築

に
つ
い
て
の
決
意
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■答
 
　

議
会
決
議
は
重
く
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
る
。
建
設
位
置
、
建
設
手

法
、
施
設
規
模
な
ど
整
備
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
や

市
の
財
政
状
況
等
を
見
据
え
、
平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
る
総
合
計
画
の
検

２３討
の
中
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

前
向
き
に
、
財
政
厳
し
い
中
で
は
あ

る
が
、
や
り
く
り
を
し
な
が
ら
、
何

と
か
早
い
時
期
に
、
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た

決
着
の
図
り
方
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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さ
く
ら
清
友
会　
　

平
野
裕
子

佐
倉
市
内
の
浸
水
被
害
に
つ
い
て

■問
 
　

八
月
十
日
の
集
中
豪
雨
で
起
き

た
浸
水
被
害
に
対
し
て
、
市
の
今
後

の
対
策
を
伺
う
。

■答
 
　

市
の
水
防
体
制
の
見
直
し
を
行

い
、
水
防
資
器
材
を
備
え
た
水
防
倉

庫
の
設
置
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
、

更
な
る
水
防
体
制
の
強
化
を
図
る
。

既
設
の
雨
水
管
等
の
改
修
を
含
め
、

浸
水
被
害
を
少
な
く
す
る
方
法
を
平

成　

年
度
策
定
の
第
４
次
総
合
計
画

２２
に
位
置
づ
け
し
実
施
時
期
を
定
め
る
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

■問
 
　

都
市
部
の
高
齢
化
に
伴
う
交
通

望月　清義（さくら会）※ 《一括質問》
�政治姿勢について　　　　　　　　　�財政問題について
�障害者の雇用対策について　　　　　�健康福祉問題について
�経済環境問題について　　　　　　　�防災問題について
�教育問題について

川名部　実（さくら清友会）※ 《項目別質問》
�今後の行政運営方針と課題について　�教育問題について
�福祉施策の今後の展開について　　　�財政問題について

小須田　稔（公明党）※ 《項目別質問》
�国の経済対策への取組みについて
�新型インフルエンザについて
�災害対策について　　　　　　　　　�商工観光について
�まちづくり応援寄付制度について

五十嵐　智美（市民ネットワーク） 《一括質問》
�第４次総合計画の策定について
�指定管理者制度のあり方について
�寺崎特定土地区画整理事業計画の現状と今後の問題について

藤崎　良次（佐倉市民オンブズマン） 《項目別質問》
�働きかけ問題、過誤納付と還付、消防ホース、特定健診等への市長の政
治姿勢
�市職員の給与等について

勝田　治子（新社会党） 《一括質問》
�佐倉市総合計画策定のプロセスについて
�平和行政の基本に関する条例に基づく平和施策について
�保育園待機児童ゼロの施設整備について
�地域の子育て支援システムの整備について

萩原　陽子（日本共産党） 《項目別質問》
�基礎学力と豊かな心を培う教育の実現について
�介護保険を利用しやすい制度にする取り組み
�新型インフルエンザ対策について

個
人
質
問

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆一 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆般 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆質 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆問 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆通 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆告 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆要 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆旨 

中原　英雄 《項目別質問》
�市長のマニフェストにおける低負担と高福祉

小林　右治（さくら清友会） 《項目別質問》
�不明な過去の施策について　　　　　�地方分権に向けて

伊藤　壽子（市民ネットワーク） 《一括質問》
�志津霊園区間道路開通問題について　�子どもの人権について
�ゴミ問題について

岡村　芳樹（公明党） 《一括質問》
�佐倉市産業振興条例制定に向けた取り組みについて
�市への要望の取り扱いについて
�地域福祉活動等の拠点である公共施設整備について
�（仮称）西部自然公園の整備について

入江　晶子（市民ネットワーク） 《項目別質問》
�水資源の確保と今後の水道事業運営について
�開発行政の現状と今後の方向性について
�家庭保育への支援策について

上ノ山　博夫（佐倉市民オンブズマン） 《項目別質問》
�健全な市財政運営について　　　　　�環境問題について
�市民の健康を守ることについて

山口　文明（さくら会） 《項目別質問》
�障害者の福祉作業所、授産施設について
�市民協働の取組みについて
�ファシリティマネジメントについて　�耐震改修促進計画について

冨塚　忠雄（新社会党） 《一括質問》
�公共交通による交通不便地区の解消と活性化について
�議会決議の「志津公民館の早期改築」への市当局の対応について
�井野長割遺跡の歴史資源の活用について

平野　裕子（さくら清友会） 《一括質問》
�安全・安心な暮らしについて　　　　�健康問題について
�公共交通について 

柏木　惠子（公明党） 《項目別質問》
�待機児童対策について　　　　　　　�地球温暖化防止について
�市民協働について　　　　　　　　　�喫煙禁止区域について

工藤　啓子 《項目別質問》
�官製ワーキングプア－公務労働における同一価値労働同一賃金、均等待
遇の実施について
�志津霊園道路問題最終合意にむけての問題点

◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第６０条に基づき質問者から議長に
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。

の
現
状
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
？

■答
 
　

都
市
部
で
も
公
共
交
通
の
必
要

性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
段
階

的
に
交
通
不
便
地
域
解
消
の
整
備
を

検
討
し
、
よ
り
良
い
交
通
体
系
の
構

築
を
目
指
す
。
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公
明
党　

柏
木
惠
子

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

■問
 
　

市
は
こ
の
５
年
間
で
目
標
事
業

量
を
達
成
し
た
が
、
さ
ら
に
入
園
希

望
者
が
増
え
待
機
児
童
解
消
と
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
対
策
と
、
特
に
深

刻
な
志
津
地
域
の
対
策
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

■答
 
　

馬
渡
保
育
園
の
移
転
立
替
で
の

定
員
増
と
王
子
台
の
民
間
保
育
園
開

園
で
実
質　

名
の
入
園
が
可
能
に
な

１４４

る
。
地
区
単
位
で
待
機
児
童
対
策
を

と
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
。

喫
煙
禁
止
区
域
に
つ
い
て

■問
 
　

ユ
ー
カ
リ
南
公
園
の
喫
煙
等
に

つ
い
て
、
昨
年　

月
答
弁
以
降
の
進

１２

捗
状
況
を
伺
う
。

■答
 
　

１　

を
超
え
る
大
公
園
は
喫
煙

ha

場
所
の
集
約
、分
煙
を
更
に
進
め
る
。

公
園
内
の
灰
皿
の
撤
去
を
地
元
自
治

会
と
協
議
し
て
行
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

工
藤
啓
子

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題

■問
 
　

臨
時
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

に
向
け
特
別
休
暇
・
手
当
の
見
直
し

を
。

■答
 
　

他
市
と
の
均
衡
を
失
し
な
い
よ

う
に
、
更
に
４
月
の
総
務
省
通
知
に

も
あ
る
こ
と
か
ら
特
別
休
暇
に
つ
い

て
は
公
民
権
行
使
も
含
め
整
備
を
行

っ
て
い
く
。
臨
時
職
員
の
期
末
手
当

等
の
支
給
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

志
津
霊
園
移
転
補
償
費
の
算
定
問
題

■問
 
　

工
事
費
は
代
替
地
造
成
に
実
際

に
要
し
た
出
来
高
払
い
に
す
べ
き
だ
。

■答
 
　

出
し
切
り
予
算
と
い
う
こ
と
で

内
部
で
合
意
し
て
い
る
。

■問
 
　

補
償
費
算
定
の
元
と
な
る
墓
の

数
が
不
透
明
。　

基
は
墓
で
は
な
く

４１２

人
数
。
又　

基
増
の
理
由
は
何
か
？

１００

現
地
調
査
も
含
め
精
査
を
求
め
る
。

■答
 
　
　

基
増
え
た
理
由
を
根
拠
づ
け

１００

る
直
接
の
資
料
が
確
認
で
き
な
い
。

※は持ち時間１時間、（　）内は会派名

個人質問

代表質問
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8月定例会の議案と議決結果（議決　９月３０日）

・右欄は本会議の議決結果　◎全員賛成、○賛成多数、

�

賛成少数、※可否同数

市 長 提 出 議 案　 ※丸数字は議案番号

○認　　定�平成二十年度佐倉市一般会計歳入歳出決算認定について

○認　　定�平成二十年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

○認　　定
�平成二十年度佐倉市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○認　　定
�平成二十年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○認　　定�平成二十年度佐倉市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

○認　　定�平成二十年度佐倉市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

◎認　　定
�平成二十年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○認　　定	平成二十年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

◎認　　定
平成二十年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について

○認　　定
�平成二十年度佐倉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 
いて

○認　　定�平成二十年度佐倉市水道事業会計決算認定について

�

否　　決


平成二十一年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１７億８２３４万４０００円を増額するもので予算総額は３８９億６８９４万
６０００円。歳入の主なものは地方特例交付金、地方交付税、国庫支出金等で内
訳は「安全・安心な学校づくり交付金」等。歳出の主なものは、国から交付
される補助金等に対応する事業経費の増、財政調整基金積立金の増、通年業
務委託等に係る事業費の確定に伴う減。国の補正予算に伴う補助金等に対応
する事業としては、地上デジタル放送対応設備、保育園等の維持修繕等。

○原案可決
�平成二十一年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ８３４万３０００円を増額。出産育児一時金及び前期高齢者納付金
等の増。

○原案可決
�平成二十一年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ４４４８万２０００円を増額。雨水排水整備工事費などの増。

○原案可決
�平成二十一年度佐倉市老人保健特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ１７２０万４０００円を増額。社会保険診療報酬支払基金への償還
金などの増。

○原案可決
�平成二十一年度佐倉市介護保険特別会計補正予算
歳入歳出それぞれ７１００万円を増額。国・県、社会保険診療報酬支払基金への
償還金の増。

○原案可決

�佐倉市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの出産について支給される出産
育児一時金が４万円増額となることに伴い、出産育児一時金を３５万円から３９
万円に引き上げようとするもの。

○原案可決

�佐倉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
平成２２年度から介護納付金の課税限度額を１万円引き上げ、１０万円にしよう
とするもの及び上場株式等の配当所得、不動産の譲渡所得などがあった場合
の課税の特例に関する規定を整備するもの。

◎原案可決

�佐倉市保育の実施に要する費用の徴収に関する条例の一部を改正する
条例制定について
認可保育園、幼稚園又は認定こども園に入園している児童が３人以上である
家庭への子育て支援が拡大されたことに伴い、３人目以降の児童の認可保育
園保育料の特例を「１０分の１に軽減するもの」から「無料」に変更するもの。

◎原案可決

�佐倉市立学童保育所設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条
例制定について
佐倉小学校の空き教室の利用を拡大し、入所定員を３０人から６５人に変更する
もの。

○原案可決
�佐倉市道路線の認定について
中志津七丁目地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

○原案可決
�佐倉市道路線の認定について
西志津二丁目地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

○原案可決
�佐倉市道路線の認定について
井野地先の２路線を佐倉市道として認定するもの。

○原案可決
�佐倉市道路線の認定について
井野地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

○原案可決
�佐倉市道路線の認定について
井野地先の５路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
�佐倉市立志津中学校体育館改築建築主体工事請負契約について
２億８８７５万円をもって新日本建設株式会社と請負契約を締結するもの。

　

議
会
改
革
の
ひ
と
つ
、
一
般
質
問
の
選

択
制
が
こ
の
８
月
定
例
会
か
ら
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
の
感
想
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
。
な
か
ば
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
一
問
一
答
を
行
っ
た
今
回
、
準
備
不

足
と
己
の
力
量
を
痛
感
し
た
議
会
に
。
あ

ら
た
め
て
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
し
た
い
。
と
も
あ
れ
挑
戦
し
続
け
る
中

に
し
か
改
革
は
起
き
な
い
の
で
は
。
議
会

報
も
よ
り
見
や
す
い
紙
面
に
し
て
い
き
た

い
。（

議
会
報
編
集
委
員　

小
須
田
稔
）　

　

国
政
に
お
い
て
「
政
権
交
代
」
が
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
政
権
交
代
は
画
期
的
で
す

が
、
今
後
の
行
末
を
き
ち
ん
と
見
極
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、感
じ
て
お
り
ま
す
。

８
月
定
例
会
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
で
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
情
報
を
共
有
し
、

議
会
の
立
場
か
ら
目
先
の
利
益
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員　

平
野
裕
子
）　

１１月２５日��
１１月３０日��
１２月７日�～１０日��
１２月１４日�～１７日��
１２月２１日��

１２月１日��
１２月８日�～１１日��
�
１２月２２日��

議会運営委員会�
初 日 �
一 般 質 問 �
常 任 委 員 会 �
最 終 日 �

時間は未定�
午後１時から�
午前１０時から�
�
午後１時から�

※番組の始めに各議員の放送時間帯をお知らせいたします。�

午後５時３０分から�
午後５時３０分から�
�
午後５時３０分から�

ケーブルネット２９６では、初日・一般質問・最終日の模様を翌日午後５時
３０分に放送します。�
【地上デジタル１１２チャンネル、アナログ５チャンネル、デジタルCATV７０１チャンネル】�

◆�
◆�
◆�
◆�
◆�

初 日 �
一 般 質 問 �
�
最 終 日 �

◆�
◆�
�
◆�
�

☆日程は変更になることもありますので、事前にお問い合わせください。
議会事務局　�４８４―６１７７�

【放送予定】�

11月定例会の予定�
議会を傍聴してみませんか�

○同　　意

�教育委員会委員の任命について
木村正久（きむら・まさひさ）氏の本年１０月５日任期満了に伴い、その後任
として、菅谷義範（すげのや・よしのり）氏を教育委員会委員として任命す
ることについて議会の同意を求めるもの。

◎原案可決
�佐倉市立西志津小学校校舎耐震補強建築工事請負契約の変更について
工事内容の一部を変更することに伴い契約額を1億2894万円から1億
3113万 7650円に変更するもの。

請 願・陳 情　　※丸数字は請願番号、白抜き数字は陳情番号
○採　　択

�「肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書」の採択を求める請
願

○採　　択
�細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める国へ
の意見書提出を求める請願

○採　　択 中小業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める請願

○採　　択
�現行保育制度に基づく保育施策の拡充に関する意見書の提出を求める
陳情

○採　　択�国民健康保険制度改善のため国への意見書提出を求める陳情

○採　　択
�新要介護認定制度の中止・介護保険制度の改善のため国への意見書提
出を求める陳情

○採　　択�「後期高齢者医療制度」の廃止を求める意見書採択の陳情

�

不 採 択�志津霊園問題特別査察委員会立ち上げの陳情

○採　　択�佐倉市議会議員の報酬引き下げを求める陳情

議 員 発 議　　※丸数字は発議案番号
○原案可決�所得税法第五十六条の廃止を求める意見書

○原案可決
�だれもがいつでも、どこでも、安心して医療が受けられるよう国民健
康保険制度の改善を求める意見書

○原案可決�「後期高齢者医療制度」の廃止を求める意見書

◎原案可決�肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書

○原案可決
�細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める意見
書

○原案可決�現行保育制度に基づく保育施策の拡充に関する意見書

○原案可決�新要介護認定制度の中止・介護保険制度の改善を求める意見書

�

否　　決	食料品の消費税率及び地方消費税率引き下げを求める意見書

�

否　　決

民間労働者等に対しても子どもが三歳に達するまで育児休業を認める
ことを求める意見書

※原案可決�都市計画法及び建築基準法の抜本改正を求める意見書

○原案可決�公共工事における賃金確保法（公契約法）の制定を求める意見書

○原案可決
女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書

http://www.city.sakura.chiba.jpから�

夏期に開会される議会会議中の服装については、省エネなどの観点から、上着・ネクタイの着用は自由としています。（議会運営委員会申し合わせ）
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